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第５次総合計画策定 今後のスケジュール
平成29年度 平成30年度 平成31年度
～ H30.3月　 　　  9月　　 　 　12月　　　  　4月

基本構想案
作成

総合計画案の
議会提案
審議・議決

パブリック
    コメント

第5次
総合計画
スタート

　
総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
と
が
互
い
に
協
力
し

て
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
た
め
の
総
合

的
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
で
す
。

　

総
合
計
画
は
１０
年
後
の
将
来

像
を
示
す「
基
本
構
想
」と
、
そ

の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
を
示
す「
基
本
計
画
」で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　
策
定
方
法
は
？

　

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
基
本
条
例

の
基
本
原
則
で
あ
る「
市
民
参

新
し
い

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
平
成
３１
年
度

か
ら
平
成
４０
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
た「
第
５
次
稚
内
市
総
合
計

画
」の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
ま
ち
の
将
来
像
を
描
く

画
」「
情
報
共
有
」「
協
働
」に
基

づ
い
て
、
策
定
過
程
の
様
々
な

場
面
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
画
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

策
定
状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
図
る
な
ど
、
市
民
・
市
議
会
・

市
の
協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

す
で
に
、
市
役
所
内
に
設
置

し
た
総
合
計
画
策
定
委
員
会
を

主
体
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、

分
野
ご
と
に
、
市
民
、
学
生
、

関
係
団
体
に
参
加
い
た
だ
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
課
題

や
解
決
策
、
今
後
の
将
来
像
な

ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
満
足
度
や
今
後
の
施
策
の

優
先
度
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

市
民
２
０
０
０
人
に
対
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
策
定
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
ま
と
め
、

基
本
構
想
や
計
画
の
素
案
を
作

成
し
、
総
合
計
画
審
議
会
で
審

議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
策
定
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

稚内市総合計画審議会が発足しました

　10月31日、学識経験者や民間団体の代表者、一般公募の市民な
どからなる「稚内市総合計画審議会」が発足しました。
　工藤市長から各委員に委嘱状が交付され、
審議会に対して、新しい総合計画に関して、
専門的な知識や経験などに則した意見を求め
ました。今後、平成30年9月頃まで審議が続
けられます。

　総合計画策定委員会では、分野ごとに3つの部会に分かれ、8月か
ら10月にかけて、市民の皆さんに参加いただき、ワークショップを
開催しました。

・第１部会（担当：教育・子育て・保健・福祉・医療）
　テーマ「未来を担う子ども達へ～ 10年後のためにできること～」
・第2部会（担当：産業振興・都市基盤）
　テーマ「人が住みたくなるような
                 街並みってなんだろう」
・第3部会（担当：自治・まちづくり、
                                環境・生活）
　テーマ「住み慣れた地域で
             “いつまでも” “幸せ”に
                    暮らし続けられる街」

   また、高校生・大学生を対象としたワークショップも行なわれ、
「若い世代が考える稚内がより良くなるためのアイディアを出し合おう」
をテーマに話し合いが行われました。
　次世代を担う若者が、日常の中で感じている「このまちに必要なも
のは何か」ということについて、気軽に意見し、課題や解決策につい
て話し合いました。終了後、参加者は「あらためて地元について考え
るきっかけになった」「地元にもっと関心を持つことが必要と感じた」
と感想を話していました。
 これらの意見や、部会別のワークショップでいただいた意見を取り
まとめ、今後、総合計画の原案を作成していきます。

ワークショップ開催！
　　　　　　　～市民の皆さんに参加いただきました～

総

稚
内
市

合
計
画

　

11
月
22
日
、
稚
内
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、「
日
本
海
沿
岸
の

津
波
浸
水
想
定
に
係
る
説
明

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
今
年
２
月

に
北
海
道
が
公
表
し
た
、
日

本
海
沿
岸
の
津
波
浸
水
想
定

が
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
と
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
市
民
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

稚
内
市
の
浸
水
規
模

　

北
海
道
危
機
対
策
課
の
早は

や

坂さ
か

優ゆ
う

主
査
が
、
過
去
の
地
震
に
よ

る
津
波
発
生
か
ら
、
津
波
の
速

さ
や
高
さ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
新
た
な

津
波
浸
水
想
定
を
説
明
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
本
市
の

代
表
１４
地
点
に
、
ど
の
く
ら
い

の
早
さ
と
規
模
で
津
波
が
浸
水

し
て
く
る
か
な
ど
、
詳
し
く
解

説
し
ま
し
た
。

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

　

次
に
、
北
海
商
科
大
学
の
田た

村む
ら

亨と
お
る

教
授
が
、
こ
れ
ら
の
津

波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。　
　

　

田
村
教
授
は
、
１
９
９
３
年

に
発
生
し
た
、「
北
海
道
南
西

沖
地
震
」や
、
２
０
０
３
年
の

「
十
勝
沖
地
震
」を
教
訓
と
し
た
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
重
要
性

を
説
明
。「
常
日
頃
か
ら
、
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
が
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　　

市
と
し
て
は
、
現
在
、
新
し

い
津
波
浸
水
想
定
を
受
け
、「
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成

中
で
あ
り
、
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。

　

参
加
し
た
市
民
か
ら
は
、「
災

害
が
起
き
て
い
な
い
、
今
、
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
防
災
意

識
の
高
揚
や
、
防
災
行
動
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
継
続
的
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

市
総
務
防
災
課

自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
！

基本計画案作成

審議会答申・パブリックコメント

この広報紙は赤い羽根共同募金から配分を受け、稚内市社会福祉協議会が発行しています。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
昨
年
社
協
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
社
協
と
し
て
は
大
変
充
実
し
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
に
成
立
し
た
改
正
社
会
福
祉
法
は
、
社
会
福
祉
法
人
に

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
財
務
規
律
の
強
化
を
求
め
て
お
り
、
昨
年
よ
り

当
社
協
も
体
制
整
備
を
進
め
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

超
高
齢
化
は
ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
と
も
高
齢
の
世
帯
を
急
増
さ
せ
、
同

居
家
族
の
介
護
を
当
て
に
し
た
状
況
は
大
き
く
か
わ
り
ま
す
。
介
護
は
時
代

を
映
す
鏡
と
よ
く
言
わ
れ
、
そ
の
対
応
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
時
代
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
や
家
族
の
機
能
変
容
、
厳

し
い
雇
用
情
勢
を
背
景
に
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
等
生
活
困
窮
者
へ

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
に
は
、
社
協
を
は
じ
め
、
町

内
会
や
民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
各
種
団
体
と
も
協
力
関
係
を
維
持

し
つ
つ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
他
人
事
に
な
り

が
ち
な
地
域
の
課
題
を
我
が
事
と
し
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
解
決
を
試
み
、

市
町
村
や
専
門
職
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
丸
ご
と
の
総
合
相
談
支
援

を
行
う
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
（
＝
地
域
共
生
社
会
）
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
私
た
ち
は
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
地

域
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業
展
開
と
よ
り
細
や
か
な
地
域
福
祉
の
基
盤

づ
く
り
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
の
見
直
し
と
各
種
事
業
の
充
実
と
振

り
返
り
、
継
続
性
の
あ
る
事
業
の
組
み
直
し
、
広
範
な
社
協
Ｐ
Ｒ
と
広
報
活

動
の
充
実
、
経
営
感
覚
を
持
っ
た
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
目
指
し
、
さ
ら

に
種
々
社
会
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
を
持
ち
、
常
に
必
要

と
さ
れ
る
社
協
を
め
ざ
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

菅　

原　
　
　

耕

会　

長

稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
年
の
ご
挨
拶

社協会員会費の中間報告

4,386,920円

11月30日現在の実績額です。

稚 内 市 総 合 福 祉 セン ター
稚 内 市 老 人 福 祉 セン ター
年末年始休館についてのお知らせ

ふれあいボウリング大会が
開催されました

　年末年始の稚内市総合福祉センター・稚内市老人福祉センターの休館
及びお風呂は下記の日程です。
　なお、1月9日（火）からは両センター共に通常会館となります。

お間違いのないように
お願いいたします。

　今年の「12.9障害者の日記念事業」は、去る12月9日（土）朝日ボウ
ルにおいて午前の部・午後の部関係者を含め185名の参加者を得て
「ふれあいボウリング大会」を盛大に実施しました。
　参加者は日頃からボウリングを
楽しんでいる方や、久しぶりにボ
ウリングをする方など様々でした
が、楽しい一時を過ごしました。
また開催には、稚内大谷高等学校
学生ボランティア、稚内ボウリン
グ協会会員の方々のご協力いただ
きました。

休　　館　平成29年12月30日（土）から
　　　　　平成30年１月８日（月）まで
通常開館　平成30年１月９日（火）から

お 風 呂　年内は12月26日（火）最終日
　　　　　新年は１月９日（火）通常開館　

　去る11月30日（木）
当社協事務所において、
北海道コカ・コーラボ
トリング㈱稚内販売課
販売課長　星　誠 様
より、稚内市社会福祉
協議会　菅原　耕 会
長にコカ・コーラを含
むコカ・コーラ社製品72ケース（1884本）が手渡され
ました。
　この寄贈は市内社会福祉施設に対して、クリスマスや年
末年始の歳末見舞い品としていただいているもので、いた
だきました製品は、市内社会福祉施設に当会が責任をもっ
てお渡しをさせていただきました。


